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野津田町袋ヶ丘地区の塚
袋が丘住宅自治会の掲示板をリニューアルした際にいくつかの塚が

見つかりました。今後、調査を継続し野津田の郷土史跡にしていきます。
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地域のトピックス

◎町内会長再任のお知らせ ２月の定例理事会において、町内会規約・細則に則

り、新年度（令和４年度、５年度）町内会長として、石阪至孝氏が推挙され、ご本人

の快諾を得ました。以上、会員の皆様にご報告申し上げます。再任にあたって、石阪

至孝氏より、町内会懸案事項等の継続性維持のため、現任理事の再任（１年間）、

あるいは、退任後においても、引き続きバックアップする体制作りなどの要望が出さ

れ、理事会において現在検討中です。

◎鶴一小通学路「交通安全呼びかけ隊」を募集します 現在約２０名のボラン

ティアによって「交通安全呼びかけ隊」活動が行われていますが、交代要員の確保など

により、皆様のご協力がさらに必要です。ご協力いただける方は、石阪会長携帯

（080-1079-6908）までご一報下さるよう、宜しくお願いいたします。

建立時期および

建立者不明

村野彦太郎様

大正13年10月 建立

明治終わりから昭和初期の方

お住まい：野津田町川嶋地区

関東大震災（大正12年9月1日）で

自宅の馬2頭、圧死。

可愛がっていた馬の死を悼み

供養建立。
建立時および建立者不明

野津田の地名 由来 蔦(つた)が、この地区に多く茂っていたことに由来し【野蔦】と呼ばれた。袋ヶ
丘は、平坦の袋地区から山の上にあるので【袋ノ上】と呼ばれた。江戸、明治時代何軒かの住居が存
在。鎌倉街道の脇道として農耕が盛んだった。昭和30年代には、土地開発造成後、警察、消防、役所
勤めの方々が戸建てし、袋が丘住宅として発展、現在１１０世帯あまりの居住区となっている。現在、
野津田町内会の下部組織として【袋が丘住宅自治会】が運営されており、住環境の保護、防災、防火、
防犯、緑化環境維持に努めている。 袋が丘住宅自治会 理事 高井 雅延

本村地区の情報です。

野津田町内会の中で、「自治会や地区内の集まり」が無い地区が、3地区あります。本村地区には有

りませんので「自治会を作るかどうか」の、会員アンケートを取りました。

（現在その結果を地区内に回覧中）

結果は会員161世帯中、自治会が必要は４１名、不要は20名、残りは回答が不明でした。不要とした中

にも「自治会の目的や中身が不明」の為、との書き込みも多くありました。

「自治会」が必要と考えますのは、野津田町内会が大きくなり、各地区を一律にすることが不可能に

なって来ました。 各地区の要望を地区内で極力解決し、町内会全体で対応することを分けることで、

町内会の活性化が図れると考えます。 「地区の自治会」はどうあるべきかを、地区の知恵を集めて運

営し、町内会は町内全体の企画や、防災関係等に特化すべきと考えています。

本村B地区 理事（町内会副会長） 藤川 宣男



  

皆さんで、町内会仲間（会員）を増やしましょう。
現在の町内会入会率は、約５０％です。地域内の交流促進、環境整備、災

害時の組織的行動など、行政側（市）は、町内会を窓口としています。

ご近所への、お声がけを宜しくお願いいたします。
☆「町内会たより」のメール配信を実施しております。ご希望の方は、町内会のメールアドレス
[ n.kouminkan.778@silver.plala.or.jp ]  まで、各位のメールアドレスをお知らせくだされば、
配信いたします。

コロナ禍で始まった２年間、皆さんと一緒に防災訓練などは実施で
きませんでしたが、「町内会たより」で、野津田町の防災などについて、皆さ
んに情報発信ができたことは良かったと思っています。このコーナーの担当は
任期満了に伴い今回が最後となります。 皆様方のこれまでのご協力ありがと
うございました。《防災会長榎本輝雄》

綾部自治会 綾部原地区に町内会掲示板が設置されました。綾部原地区理事 山本 敦之

本村B地区 理事（町内会副会長） 藤川 宣男

LPガス非常用発電機が鶴川第一小学校にも新設されました

今年２月、災害時避難施設に指定されている鶴川第一学校の体育館専用に、災害

発生時に商用電源が使えなくなった時を想定した「LPガス非常用発電機」が西側

敷地内に新設されました。（道路から見える）この発電機は、災害時に強いエネ

ルギーとされているプロパンガスを燃料に出力４５KVAの発電能力があります。

停電を検知すると４０秒ほどで自動的に発電機が運転・発電を開始し、館内に設

置されている天井LED照明・固定ファン・一般コンセントなどに電気が送られ、

停電時にもこれらの機器が使えるようになりました。

皆さんがもしもの時に利用する災害時避難施設としては、鶴川中学校に続き２

か所目の新設となります。両校に長時間停電に対応した非常用電源が確保された

ことで、避難施設としての安心感や機能が一段と向上されました。

（取材先：町田市教育委員会・鶴川第一小学校）

地区防災のお知らせ

設置機器：発電機1台（写真はイメージ）＋バルク貯槽
（LPガス980㎏）1基＋発電変圧器盤1面・他

◎ご挨拶


